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 ♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦כ ─ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶה  

 ◦☻♥ⱶⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ≤ ה ∆╢ ╛ ◦☻♥ⱶ╩

∆╢√╘─ ╩ ה ⇔ ┼─▬fiⱤ◒♩╩ ∆╢

√╘─ ╛ ◦☻♥ⱶ╩ ∆╢√╘─ ⌐ ╦╢ ─ ─
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™ ⅛⌂ ╩ ∆╢↓≤╩ ∆ ≤ ─ ╩ ∆╢╟℮⌐ ↕╣√

╩ ⇔ ─ ╘╢ ≤⌂╢ ╩ ⇔√ ⌐₈ ₉─ ╩ ∆╢⁹ 

ₒ Aₓ ה ה ─ ─ ⅛╠ ⌂ ╩ ⇔ ⌐ ╩ ⅎ╢

⅔╟┘ ╩ ⁹ 
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β ─ ≤ ≤─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

   β ─ ≤ ≤─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

   β ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶⱴ♇ⱪ╩ ∆╢↓≤⁹ 

─   

╘≡ (Excellent) 3.00 4.00 

(Very Good) 2.00 2.99 

(Good) 1.00 1.99 

( ≠↑ ) 
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⅔╟┘ ─ ה ╩ ∆╢ ◦☻♥ⱶ⅔╟┘ ╛ ╡ ∆ ╩ ╗

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ╩ ה ∆╢ ◦☻♥ⱶ ≢ ↕╣≡™╢⁹ 

─ ה ◦☻♥ⱶ≢│ ─ ◘▬◒ꜟ⌐╟╡ ≤ ─ ה ╩

∆╢⁹ 

 Plan ◦ꜝⱣ☻─  

⅜ ה ⇔√◦ꜝⱣ☻╩ ⌐╟╡ ⇔ ╕√│ ∆╢⁹ 

 Do ─  

≡⌐ ה ↕╣√◦ꜝⱣ☻⌐ ∫≡ ⅜ ╩ ∆╢⁹ 

 Check ─ ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌂ ה  

─ ה ≤ ⅜ ≢№╢↓≤╩ ⌐≡ ⇔ ╕√│ ∆╢⁹∕─

⌐ ╛ ╩ ≢⅝╢ ⅔╟┘ ⌐╟╢ ▪fi◔כ♩ ╩ ∆╢⁹ 

─ⱪ꜡◓ꜝⱶ ה ה ⅜ ≢№╢↓≤╩ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ה ⌐≡ ⇔

╕√│ ∆╢⁹ 

 Action ה ה  

≥ ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ ה ─ ⌐╟╡ ╛ ╩ ∆╢⁹ 

⅜ ה ─ ⌐ ⇔√ ⌐│ ∕─ ╩ ⌐≡ ∆╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ─PDCA 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ה ◦☻♥ⱶ≢│ ─ ◘▬◒ꜟ⌐╟╡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ה

∆╢⁹ 

 Plan ⱪ꜡◓ꜝⱶ─  

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ה ה ⌐≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆

╢⁹ 

 ◦ꜝⱣ☻  
   各教員， 
   科目別検討ＷＧ 
Plan 

ה   
    科目別ＷＧ， 
    教育Ｐ点検・改善委員会 

 



 

 

 Do ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤ ─  

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ה ה ⌐≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢⁹∕─

⌐ ─ ╩ ╢⁹ 

 Check ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤  

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ה ה ⌐╟╡ ╛ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩⌂≥⌐ ≠™≡

ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ⇔ ╕√│ ∆╢⁹ 

ה ה ⌐╟╡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ה ╩ ה ∆╢⁹ 

 Action ⇔™ ה ─  

 ה  



 

◎必修（履修時期指定）

○選択必修（いずれかで履修）

△自由選択（いずれかで履修）

１T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T

2 2 選択
必修

○

2 大学教育入門 2 必修 ◎

2 教養ゼミ 2 必修 ◎

0 1 自由
選択

△ △

4 人文社会学系科目群 2 選択
必修

○ ○

4 自然科学系科目群 2 選択
必修

○ ○



 

1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

応用数学Ⅰ 2 4

応用数学Ⅱ 2 4

応用数学Ⅲ 2 4

応用数理Ａ 2 4

応用数理Ｃ 2 4

確率・統計 2 4

応用数学総合 2 4

力学演習 1 4

機械・輸送工学概論 2 4

技術英語演習 1 2 2

工学プログラミング基礎 2 4

材料力学Ⅰ 2 4

熱力学Ⅰ 2 4

流体力学Ⅰ 2 4

制御工学Ⅰ 2 4

機械材料概論 2 4

基礎材料加工学 2 4

設計製図 1 3 3

CAD 1 3 3

工作実習(a) 1 3 3

工作実習(b) 1 3 3

授業科目
単
位
数

履修指定

備
考

機
械
シ
ス
テ
ム

輸
送
シ
ス
テ
ム

材
料
加
工

エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換

第１年次 第２年次 第３年次

後期 前期 後期前期 後期

第
一
群

◎ ◎ ◎ ◎

○

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○

○ ○

○ ○

◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○

○ △

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎◎ ◎

第
二
群

◎ ◎ ◎

◎

◎

◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎

◎

◎◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎

◎ ◎

※1　工作実習(a)，(b)は，いずれか一方のみしか履修できない。

◎ ◎

◎

第一類　専門基礎科目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎必　  　修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○選択必修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△自由選択

第４年次

毎週授業時数

前期 後期 前期

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎ ◎



1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

応用解析要論 2 ◎ 4
電気・電子基礎 2 ○ 4
計測工学 2 ○ 4
工学プログラミング応用 2 ◎ 4
輸送システム工学実験・解析法 2 ◎ 6
船舶設計法とその実習 2 ◎ 6
輸送システム工学プロジェクト 4 ◎ 4 4
輸送流体力学 2 ◎ 4
構造力学 2 ◎ 4
運動学基礎 2 ◎ 4
プロジェクトマネジメント 2 ◎ 4
航空機設計法とその実習 2 ○ 6
構造解析・設計 2 ○ 4
弾性力学 2 ○ 4
振動学 2 ○ 4
大規模システム計画学 2 ○ 4
リモートセンシング 2 ○



輸送システムプログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)

教養教育科目
自然科学・人文・社会の３分野の視野から、
総合的な知識を習得，および倫理観に関
する理解

地球環境の現状と今後予想される問題を把握する
ことが十分にできる。また，対象とする工学問題解
決に対して，複数の科学的知見を列挙することが
十分にできる。

地球環境の現状と今後予想される問題を把握する
ことが標準的にできる。また，対象とする工学問題
解決に対して，複数の科学的知見を列挙すること
が標準的にできる。

地球環境の現状と今後予想される問題を把握する
ことが最低限できる。また，対象とする工学問題解
決に対して，複数の科学的知見を列挙することが
最低限できる。

(2)
数学力学系科目
エンジニア・研究者として必要な数学力学
系の基礎知識の理解と習得

数学，力学，運動学等の基礎科目を通じて，現象
の主要な要素を支配する方程式を理解することが
十分にできる。

数学，力学，運動学等の基礎科目を通じて，現象
の主要な要素を支配する方程式を理解することが
標準的にできる。

数学，力学，運動学等の基礎科目を通じて，現象
の主要な要素を支配する方程式を理解することが
最低限できる。

(3)
情報工学系科目
エンジニア・研究者として必要な情報工学
系の基礎知識の理解と習得

情報工学関連科目を通じて，数学・力学に基づい
た情報処理技術を理解することが十分にできる。

情報工学関連科目を通じて，数学・力学に基づい
た情報処理技術を理解することが標準的にでき
る。

情報工学関連科目を通じて，数学・力学に基づい
た情報処理技術を理解することが最低限できる。

(4)
構造工学分野
輸送機器及び環境共生に関わる構造工学
分野の専門知識

構造工学分野の解析手法の妥当性・信頼性，工学
的知見・技術の適用性・限界・社会的な意義を説
明することが十分にできる。

構造工学分野の解析手法の妥当性・信頼性，工学
的知見・技術の適用性・限界・社会的な意義を説
明することが標準的にできる。

構造工学分野の解析手法の妥当性・信頼性，工学
的知見・技術の適用性・限界・社会的な意義を説
明することが最低限できる。

(5)
環境・流体工学分野
輸送機器及び環境共生に関わる環境・流
体工学分野の専門知識

環境・流体工学分野の解析手法の妥当性・信頼
性，工学的知見・技術の適用性・限界・社会的な意
義を説明することが十分にできる。

環境・流体工学分野の解析手法の妥当性・信頼
性，工学的知見・技術の適用性・限界・社会的な意
義を説明することが標準的にできる。

環境・流体工学分野の解析手法の妥当性・信頼
性，工学的知見・技術の適用性・限界・社会的な意
義を説明することが最低限できる。

(6)
システム分野
輸送機器及び環境共生に関わるシステム・
情報・輸送システム分野の専門知識

システム分野の解析手法の妥当性・信頼性，工学
的知見・技術の適用性・限界・社会的な意義を説
明することが十分にできる。

システム分野の解析手法の妥当性・信頼性，工学
的知見・技術の適用性・限界・社会的な意義を説
明することが標準的にできる。

システム分野の解析手法の妥当性・信頼性，工学
的知見・技術の適用性・限界・社会的な意義を説
明することが最低限できる。

(1)
教養教育科目
自然科学・人文・社会の３分野の視野から、
多面的に物事を考える能力

自然科学・人文・社会学的な視点から対立する課
題を考察することが十分にできる。

自然科学・人文・社会学的な視点から対立する課
題を考察することが標準的にできる。

自然科学・人文・社会学的な視点から対立する課
題を考察することが最低限できる。

(2)
数学力学系科目
数学力学系科目の基礎知識を用いた，問
題の構成能力と解析能力

数学，力学，運動学等の基礎科目を通じて，現象
の主要な要素を支配する方程式を選択するととも
に，多様性，不確実性のある現象を数理的に表現
し，解を求めることが十分にできる。

数学，力学，運動学等の基礎科目を通じて，現象
の主要な要素を支配する方程式を選択するととも
に，多様性，不確実性のある現象を数理的に表現
し，解を求めることが標準的にできる。

数学，力学，運動学等の基礎科目を通じて，現象
の主要な要素を支配する方程式を選択するととも
に，多様性，不確実性のある現象を数理的に表現
し，解を求めることが最低限できる。

(3)
情報工学系科目
数学・力学に基づいた情報処理能力

情報工学関連科目を通じて，論理的に思考し，演
算・解析・ビジュアル化することが十分にできる。

情報工学関連科目を通じて，論理的に思考し，演
算・解析・ビジュアル化することが標準的にできる。

情報工学関連科目を通じて，論理的に思考し，演
算・解析・ビジュアル化することが最低限できる。

(4)

構造工学分野
輸送機器及び環境共生に関わる構造工学
分野の専門知識を問題解決に応用できる
能力

構造工学分野の解析手法を問題解決に応用する
ことが十分にできる。

構造工学分野の解析手法を問題解決に応用する
ことが標準的にできる。

構造工学分野の解析手法を問題解決に応用する
ことが最低限できる。

(5)

環境・流体工学分野
輸送機器及び環境共生に関わる環境・流
体工学分野の専門知識を問題解決に応用
できる能力

環境・流体工学分野の解析手法を問題解決に応
用することが十分にできる。

環境・流体工学分野の解析手法を問題解決に応
用することが標準的にできる。

環境・流体工学分野の解析手法を問題解決に応
用することが最低限できる。

(6)

システム分野
輸送機器及び環境共生に関わるシステム・
情報・輸送システム分野の専門知識を問題
解決に応用できる能力

システム分野の解析手法を問題解決に応用するこ
とが十分にできる。

システム分野の解析手法を問題解決に応用するこ
とが標準的にできる。

システム分野の解析手法を問題解決に応用するこ
とが最低限できる。

能
力
・
技
能

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解



極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

学習の成果 評価基準

評価項目

(1)
デザイン力と実行力
輸送機器及び環境共生に関わる創成デザ
イン能力およびプロジェクト実行力

輸送機器及び環境共生分野に関わる技術的問題
に対して，総合的な取り組みを率先して行うことが
十分にできる。具体的には，自ら問題を発見でき，
科学的・合理的に問題解決策を探り，論理的・調
和的・倫理的に問題を解決できるプロジェクト実行
力，創成デザイン能力を養い，継続的に学ぶこと
が十分にできる。

輸送機器及び環境共生分野に関わる技術的問題
に対して，総合的な取り組みを率先して行うことが
標準的にできる。具体的には，自ら問題を発見で
き，科学的・合理的に問題解決策を探り，論理的・
調和的・倫理的に問題を解決できるプロジェクト実
行力，創成デザイン能力を養い，継続的に学ぶこ
とが標準的にできる。

輸送機器及び環境共生分野に関わる技術的問題
に対して，総合的な取り組みを率先して行うことが
最低限できる。具体的には，自ら問題を発見でき，
科学的・合理的に問題解決策を探り，論理的・調
和的・倫理的に問題を解決できるプロジェクト実行
力，創成デザイン能力を養い，継続的に学ぶこと
が最低限できる。

(2)
コミュニケーション力と伝達力
エンジニア・研究者として必要なコミュニ
ケーション力と情報伝達力

輸送機器及び環境共生分野に関わる工学的問題
に対して，総合的に情報収集することが十分にで
きる。また，論理的な思考に基づく文章力，ビジュ
アル化技術力，討論・表現する能力，チームワーク
力を持つことを示すことが十分にできる。
さらに，英語を基本とした外国語科目により，リー
ディング，ライティング，カンバセーション等の能力
を養成し，エンジニア・研究者として自らの考えを
外国語で伝達することが十分にできる。

輸送機器及び環境共生分野に関わる工学的問題
に対して，総合的に情報収集することが標準的に
できる。また，論理的な思考に基づく文章力，ビ
ジュアル化技術力，討論・表現する能力，チーム
ワーク力を持つことを示すことが標準的にできる。
さらに，英語を基本とした外国語科目により，リー
ディング，ライティング，カンバセーション等の能力
を養成し，エンジニア・研究者として自らの考えを
外国語で伝達することが標準的にできる。

輸送機器及び環境共生分野に関わる工学的問題
に対して，総合的に情報収集することが最低限で
きる。また，論理的な思考に基づく文章力，ビジュ
アル化技術力，討論・表現する能力，チームワーク
力を持つことを示すことが最低限できる。
さらに，英語を基本とした外国語科目により，リー
ディング，ライティング，カンバセーション等の能力
を養成し，エンジニア・研究者として自らの考えを
外国語で伝達することが最低限できる。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

本プログラムにおける教養教育は，自然科学・人文・社会の3分野の視野から総合的な知識を習得し，多面的に物事を考える能力および倫理観を養成するとともに，語学，情

報科目，理数系科目，本プログラムの導入科目を習得する。



評価項目と授業科目との関係
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教養教育科目 大学教育入門 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 展開ゼミ 1 選択 2セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 平和科目 2 選択 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 コミュニケーション基礎I 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーション基礎II 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＡ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＢ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＡ 1 必修 ２セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＢ 1 必修 ２セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅰ 1 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅱ 1 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 情報・データ科学入門 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 領域科目(人文社会学系科目群) 2 選択 1,2セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 領域科目(自然科学系科目群) 2 選択 1,2セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 1,2 選択 1,2セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅰ 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅱ 2 必修 ２セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅰ 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅱ 2 必修 ２セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅰ 1 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅱ 1 必修 ２セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅰ 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅱ 2 必修 ２セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 基礎電磁気学 2 必修 3セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 物理学実験法・同実験I 1 必修 ２セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 物理学実験法・同実験II 1 必修 ２セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 一般化学 2 選択 ３セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 化学実験法・同実験I 1 選択 ２セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 化学実験法・同実験II 1 選択 ２セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 応用数学I 2 必修 ２セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 応用数学II 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 応用数学III 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 確率・統計 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 力学演習 1 選択 ２セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 機械・輸送工学概論 2 必修 ２セメ 100 1 100

専門教育科目 技術英語演習 1 必修 ３セメ 100 1 100

専門教育科目 工学プログラミング基礎 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 材料力学Ⅰ 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 熱力学Ⅰ 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 流体力学Ⅰ 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 制御工学Ⅰ 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 機械材料概論 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 基礎材料加工学 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 設計製図 1 必修 ２セメ 100 1 100

専門教育科目 CAD 1 必修 ３セメ 100 1 100

専門教育科目 工作実習(a) 1 必修 ２セメ 100 1 100

専門教育科目 工作実習(b) 1 必修 ３セメ 100 1 100

専門教育科目 応用解析要論 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気・電子基礎 2 選択 ６セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 計測工学 2 選択 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目
工学プログラミング応
用

2 必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目
輸送システム工学実
験・解析法

2 必修 ５セメ 100 1 100

専門教育科目 船舶設計法とその実習 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目
輸送システム工学プロ
ジェクト

4 必修 ６セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 輸送流体力学 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 構造力学 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 運動学基礎 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 プロジェクトマネジメント 2 必修 ４セメ 100 1 100

専門教育科目
航空機設計法とその実
習

2 選択 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 構造解析・設計 2 選択 ６セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 弾性力学 2 選択 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 振動学 2 選択 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 大規模システム計画学 2 選択 ６セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 リモートセンシング 2 選択 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目
自然エネルギー利用
工学

2 選択 ６セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目
粘性流体と乱流の力
学

2 選択 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 海洋大気圏システム 2 選択 ６セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 数理最適化 2 選択 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 輸送機器論Ⅰ 1 選択 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 輸送機器論Ⅱ 1 選択 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 輸送機器論Ⅲ 1 選択 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 物流システム 2 選択 ６セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 インターンシップ 1 選択 ６セメ 100 1 100

専門教育科目 卒業論文 5 必修 7，8セメ 7 1 7 1 7 1 7 1 7 1 7 1 7 1 7 1 7 1 7 1 7 1 7 1 8 1 8 1 100

別紙３
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別紙５ 
担 当 教 員 リ ス ト  

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

岩下 英嗣 教授 7776 A2-222 iwashita@naoe.hiroshima-u.ac.jp 

濱田 邦裕 教授 7772 A2-246 hamada@hiroshima-u.ac.jp 

陸田 秀実 教授 7778 A2-224 mutsuda@hiroshima-u.ac.jp 

片桐 一彰 教授 7544 A2-241 katagirika@hiroshima-u.ac.jp 

新宅 英司 准教授 7855 A2-244 eshin@hiroshima-u.ac.jp 

作野 裕司 准教授 7773 A2-221 sakuno@hiroshima-u.ac.jp 

田中 義和 准教授 7814 A2-242 tanakazu@hiroshima-u.ac.jp 

中島 卓司 准教授 7771 A2-223 nakashima@hiroshima-u.ac.jp 

田中 智行 准教授 7859 A2-245 satoyuki@hiroshima-u.ac.jp 

佐野 将昭 准教授 7808 A2-226 masaaki-sano@hiroshima-u.ac.jp, 

荒井 正純 助教 7628 A2-332 arai@ocean.hiroshima-u.ac.jp 

山本 剛大 助教 7781 A2-232 takeki@hiroshima-u.ac.jp 

谷口 直和 
共同研究講

座准教授 
6436 A2-211 ntaniguchi@hiroshima-u.ac.jp 

李 漢洙 教授 4405 
IDEC   

4F-414 
leehs@hiroshima-u.ac.jp 

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 

令和６年度入学生対象 



 

別紙５ 
 

応用数学グループ 
教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

池畠 優 教授 4448 A3-846 ikehata@hiroshima-u.ac.jp 

柴田 徹太郎 教授 7598 A3-844 tshibata@hiroshima-u.ac.jp 

鄭 容武 准教授 7595 A3-841 yongmoo@hiroshima-u.ac.jp 

川下 和日子 准教授 7602 A3-745 wakawa@hiroshima-u.ac.jp 

佐野 めぐみ 准教授 7564 A3-743 smegumi@hiroshima-u.ac.jp 

若杉 勇太 准教授 7600 A3-843 wakasugi@hiroshima-u.ac.jp 

内山 聡生 助教 7599 A3-744 uchiyama@hiroshima-u.ac.jp 

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 
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